答　申　第　１　号

平成20年12月15日

岩沼市長　井　口　経　明　殿

岩沼市行政評価委員会

委員長　矢　内　　諭
岩沼市行政評価委員会による評価について（答申）
　平成20年6月25日付けで諮問のあったこのことについて、平成20年度の
行政評価を行ったので、下記のとおり答申します。

記

　当委員会は、岩沼市が新総合計画に基づいて実施した各種政策及び施策の妥当性、有効性などについて、外部の視点から評価を実施してまいりました。

今年度は、市が体系化している14政策、47施策のうち、2つの政策とそれを構成する4つの施策について平成19年度実績に対する評価を行った結果、各委員の評価は別紙のとおりでした。
委員それぞれの評価内容が一致する面はありますが、各委員の意見等に傾聴すべき点が多々あると思われ、総括的にとりまとめは行わないことにいたしましたので、それぞれの評価内容を十分に検討され、次年度以降の市の政策及び施策に反映されるよう期待します。
　また、岩沼市の行政評価制度については、今後も更なる検討が必要であり、効率的で質の高い行政、市民にわかりやすい行政を推進するため、より一層、工夫、改善に取り組まれるよう要望します。

　なお、各委員の評価結果の平均値及び委員会の中で出された特筆すべき意見等について答申書別紙として取りまとめましたので、今後の参考とされるよう願います。
（答申書別紙）

１　評価結果の平均値
	1　安心して暮らせる環境づくり　(その1)

	

	区　分
	評価結果合計点
	全体評価

	
	防災対策
の充実
	消防・救急
体制の整備
	防犯対策
の充実
	

	評価結果の
全体平均値
	79.5 
	83.0 
	73.2 
	　概ね順調

	
	
	
	
	

	2　生涯学習の振興

	

	区　分
	評価結果合計点
	全体評価

	
	学校教育
の充実
	―
	―
	

	評価結果の

全体平均値
	85.7 
	―
	―
	　概ね順調


　
２　委員会で出た特筆すべき意見等
（1）　事務事業―施策―政策の体系と目標値の整合性が図れていないものもあるのではないか。また、平成25年度目標値だけでなく、各年度の進捗状況を把握できる目標値が必要ではないか。
（2）　新たな指標の設定や目標値の修正等を必要とするものが見られるので、実施計画を見直す中で修正等を行ってはどうか。

（3）　事務事業等の説明に当たって、新たに取組む事業と、継続的・定期的に取組む事業を整理し、指標との関連性がわかりやすいようにされたい。
（4）　施策の目標を達成するためにどのようなことに取組み、その結果、目標に対する実績はどのようになったか、市民にとってもわかる内容とされたい。

